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は じめ に

近年、自治体 において 「女性 なんでも相談」 とか 「女性生 き方相談」、「女性のための相談室」

などさまざまな名称のもとで女性対象に相談窓口が設けられている。いつの時代でも男女を問わ

ず、人は人生の過程で喜びの他、多 くの悩みを持ち、問題解決のために努力 したり、人に相談 し

た り、解決が図れない場合はあきらめた り、忘れるように努力 した りしなが ら生 きてい く。相談

する場合は、相手は親であったり、友人であったり、最近は専門職 に相談するケースも増加 して

いる。悩みが深 く病気 になり、心療内科を受診するもの、カウンセリングルームを利用する人 も

いる。

筆者は最近1年 間関東中央部に位置する人口20万 人強のA市 で女性相談事業の相談員として勤

務する機会があった。ここでの1年 間で受けた118件 の相談内容か ら、現在の女性が抱える問題

および 「女性相談」の課題 を考察 してみた。

1.各 地で実施 している女性相談

インターネ ットで 「女性相談」を検索す ると、 自治体で実施する相談案内や、病院で実施する

女性健康相談、警察で実施する犯罪が絡む女性相談、また、民間で行 っているカウンセリングな

どの相談事業、個人で 「女性相談」 を利用 した体験談など多数検索できる。女性相談 を開設 して

いる所では、相談 日時や相談場所、相談の方法など詳 しく説明 している。自治体や警察での相談

は無料で、病院や民間の相談は、有料の場合がほとんどである。 自治体で行 う女性相談の中で、

福島県女性のための相談支援センター と島根県女性相談センターが女性相談事業の概要説明の他、

相談内容などのデータを開示 していた。
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1.福 島県の女性のための相談支援センター

福島県の女性 のための相談支援セ ンターでは、次の4つ の業務、①夫 らか らの暴力、離婚問題、

生活問題、家庭問題など女性のさまざまな悩みの相談 に応 じる相談業務、②夫 らか らの暴力 など

の理由により、保護の必要な人の一時保護を行 う保護業務、③就業、住宅確保のための情報提供

や離婚手続 きなどの 自立支援等業務、③保護終了 した者が希望する場合のアフターケアを行 って

いる。そ して、表1の ように13年 度か ら16年 度 までの相談件数を開示 している。相談件数 は

年々増加 し、平成13年 度の1046件 から平成16年 度の2611件 と4年 間で約2.5倍 に増加 している。

うちDVの 相談に関しては14年 度の140件 から平成16年 度の615件 と3年 間で約4.4倍 となってい

る。

表1福 島県女性のための相談支援センターが受け付けた女性相談件数

年度
電話相談 来所相談 その他 合 計

うちDV うちDV うちDV

13年 度 981
一 65 16 0 1046 一

14年 度 951 108 99 32 0 1050 140(13.3%)

15年 度 1033 134 89 36 0 1122 170(15.2%)

16年 度 2329 478 281 136 1 2611 615(23.6%)

資 料)http:〃www.pref.fukushima.jp/joseisoudansenta/index2f.html

平成16年 度の相談内容2611件 は、29に 分類 ・集計 されていたが、島根県女性相談センターと

比較で きるように表2の ように整理 して27の 主訴分類 とした。相談内容は、大 きく本人の問題 と

家庭の問題、その他に分類 され、その3分 類がさらに詳 しく主訴分類されている。その中で相談

件数が一番多いのが家庭問題の 「夫等の暴力」615件(23.6%)、 二番 目が本人の問題で 「精神的

問題」438件(16.8%)、 三番 目が家庭の問題 の 「離婚問題」386件(14.8%)と なっている。反

対にまった く相談がなかったのが、本人の問題 「不純異性交遊」、家庭の問題の 「養育不能」、そ

の他分類 の 「売春強要」 と 「売春防止法5条 違反」であり、1件(0.04%)あ った相談 は、その

他分類の 「ヒモ ・暴力団関係」であった。

2.島 根県女性相談センター

島根県の女性相談センターは、センターの組織 ・職員構成、そ して、昭和31年5月24日 の売

春防止法施行後 に婦人相談員(女 性相談員)3名 が配置 されたことから、18年4月 現在9名 の配

置までの経過、保護施設の設置、中国地方で始めて婦人相談ダイヤルの開始、「配偶者からの暴

力防止および被害者の保護 に関する法律」施行後の 「配偶者暴力相談支援センター」開設など女

性相談事業の経過が述べ られ、詳 しく情報提供 している。業務 は、①電話相談や面接相談、専門

相談、巡回相談の相談 ・情報提供業務、②配偶者暴力被害者緊急非難支援事業などの一時保護業

務、③要保護女性やDV被 害者に対 し有効な支援指導 を行 うための調査 ・判定、④DV防 止セミ

ナーの開催 や広報啓発用 リーフレットなどの作成である広報啓発業務、⑤女性相談員等への研修

の実施である。

相談内容 を、表2の ように福島県女性のための相談支援 センターのものと並べ てみた。ただ、

福島県のデータは女性のための相談支援センターだけのものであるに対 し、島根県女性相談セン

ターの ものは、他の相談室の件数 も含めた全県のものである。2067相 談件数 中で一番多い相談
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表2平 成16年 度の福島県女性のための相談支援センターと島根県女性相談センターの相談内容

主 訴

福島県女性のための

相談支援センター
島根県女性相談センター

件数(%) 件数(%)

本
人
の
問
題

生活困難 391.5 211.0

借金 ・サラ金 291.1 351.7

求職 110.4 80.4

病気 140.5 110.5

精神的問題 43816.8 1336.4

妊娠 ・出産 160.6

未婚の母 00

不純異性交遊 00 00

男女問題 682.6 793.8

住居問題 240.9 512.5

帰住先なし 200.8 160.8

その他 2198.4 22610.9

小計 87833.6 58028.0

家
庭
の
問
題

夫等の暴力 615.23.6 37718.2

酒乱 ・薬物中毒 90.3 150.7

離婚問題 38614.8 39719.2

家庭不和 953.6 1698.2

夫のその他の問題 1305.0 1698.2

子どもの問題(子 どもの暴力など) 1154.4 1818.8

養育不能 00 80.4

親の暴力 170.7

その他の親族の暴力 361.4

その他 131-5.0 1246.0

小計 153458.8 144069.7

そ
の
他

売春強要 00 00

ヒモ ・暴力団関係 10.04 00

その他の者の暴力 451.7

その他 1535.9 472.3

売春防止法5条 違反 00 00

小計 1997.6 472.3

合計 2611100.0 2067100.0

資 料)http:〃www.pref,fukushima.jp/joseisoudansenta/index2f.html

http://www.pref.simane.jp/section/joseisen/gaiyo.html

・2ヶ 所 の セ ン タ ー の 主 訴 分 類 を比 較 しや す い よ う に 一 部 整 理 し、 割 合 を 出 し た 。

・表 中 の 空 欄 は
、 そ れ ぞ れ の セ ン タ ー に ない 主 訴 部 分 で あ る 。
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内容は、家庭の問題の 厂離婚問題」397件(19.2%)、2番 目が同 じく家庭の問題の 「夫等の暴力」

377件(18.2%)、3番 目が 「その他」を除 くと家庭の問題の 「子 どもの問題」121件(8.8%)で

あった。反対にまったく相談のなかったものは、本人の問題の 「不純異性交遊」 と 「未婚の母」、

その他分類の 「売春強要」 と 「ヒモ ・暴力団関係」、「売春防止法5条 違反」である。福島県では

家庭の問題の 「子どもの養育不能」が0件 であったが、島根県では8件(0.4%)で あった。

相談内容の上位2件 と相談のなかった、又は少なかった4件 は2つ の相談センターで同 じもの

であった。

H.A市 の実施する女性相談の状況

A市 の女性相談は、他市 と同様に、毎月配布 される市の広報や年に1回 全世帯に配布 されるガ

イ ドブック、市の関係部署におかれているチラシ、そ してインターネッ ト等で広報されている。

また、この他に法律相談や女性法律相談、健康相談、介護に関する相談、育児や教育に関する相

談など多数の相談者の性別を問わない相談事業が設けられている。直接市役所 に相談に行 く相談

者 もいるが、適当な相談機関を紹介されるようになっている。女性相談は、毎週同じ曜日に1回

と、月に1回 土曜日に用意 され、月に4～6回 午後1時 ～5時 まで実施 され、1人50分 間、1日 に4

人まで相談できるようになっている。他市では毎 日終 日実施 しているところがあるが、A市 では

このペースの実施で特に問題は起こっていない。緊急時の相談は市の職員が対応 している。相談

員は女性問題に詳しい大学教員やカウンセラーなどの非常勤職員があたっている。筆者は、社会

福祉士および看護師、認定心理士の資格で相談 にあたった。今回報告の女性相談は、平成17年4

月か ら18年3月 までの54日 間118相 談の状況である。

1.相 談 者

相談 件数 は118件 で あ ったが 、同一相談 者が複数 回相 談 にみえ たケース もある。 ここで は、相

談件数 で集計 した。118件 中 電話相談 は7件(5.9%)、 そ の他 の111件(94.1%)は 相 談室 に来所

してい る。相談者 の年齢 は、24歳 か ら82歳 ま でいて、 図1の よ うに、 一番多 い年代 は30歳 代 で

30名(25.4%)、 次 は50歳 代27名(22.9%)、60歳 代25名(21。2%)、40歳 代20名(17.0%)、20

歳 代 と70歳 代 が7名(5.9%)、80歳 代 が2名(1.7%)の 順 であ った。性別 は、 「女性相談」 とい

20歳 代

30歳 代

40歳 代

50歳 代

60歳 代

70歳 代

80歳 代

0 5 10 15 20 25 30 35

図1相 談者 の年代n=118
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図2職 業の有無n=・118

う名称のためであろうが、全員が女性である。相談者のほとんどが市内在住で、市外か ら来所の

相談者 も実家がA市 であった り、少 し前 までA市 在住であったなどで、まった くA市 に関係のな

い ものはいなかった。図2の ように有職者は49名(41.5%)、 無職者は69名(58.5%)で あった。

2.相 談 内容 の分類

A市 では、相 談内容 を大 き く7分 類 してい る。内容 は表3の ように、① 「夫婦」、② 「対 人関係」、

③ 「生活」、④ 「自分の こ と」、⑤ 「健康 」、⑥ 「仕事 」、⑦ 「DV」 の7項 目に分 類 し、 厂夫婦 」 を

離婚 ・別居 、 コミュニ ュケー シ ョン、夫 の性格 と3

小 項 目 に分 類 、 同 じ よ うに 「対 人 関係 」 を、 親 、

子 ど も、 そ の他 の親族 、近所 、 友 人、 そ の他 の4

小 項 目に、 「生活」 は、経 済、介 護、 その他 の3小

項 目に、 「自分 の こと」 は、性格 、生 き方、 愛 ・性

の3小 項 目に、 「健 康 」 は、体 、 こ ころの2小 項 目

に、「仕事 」 は、就 職 ・雇用 、 セクハ ラ、職 場 の対

人 関係 の3小 項 目に、 「DV」 は 、 身体 的、 精神 的、

経済 的の3小 項 目、計21小 項 目に分類 してい る。

3.相 談 内容 の集 計

相 談 者 は一人 で多 くの相 談 内容 を抱 えて来所 す

る こ とが多 い。 内容 に よ り相 談 項 目に複 数 チ ェ ッ

ク したた め、相 談件 数 は118件 で あ るが、 大項 目

数 は191件 と なった。 相談 件 数 の一番 多 か った の

は、図3の ように 「夫婦」 で57件(29.8%)、 次 が

厂自分 の こ と」48件(25.1%)、 「対 人 関係」25件

(18.1%)、 「DV」20件(10.5%)、 「健 康 」19件

(10.0%)、 「生活 」18件(9.4%)、 最 後 が 「仕事 」

4件(2.1%)の 順 番 になってい た。

小 項 目で も複 数 チ ェ ック に よ り合計234件 に な

っ た。一 番多 い相 談 内容 は、 図4の ように 「自分

の事/生 き方」が48件(20.5%)、 次 が 「夫婦/離

婚 ・別居 」 が41件(17.5%)で 、 順番 に 「夫婦/

表3A市 による相談内容の分類

大項目 小項目

夫婦 離婚 ・別居

コ ミ ュ ニ ュ ケ ー シ ョ ン

夫の性格

対人関係 親

子ども

その他の親族

近所、友人、その他

生活 経済

介護

その他

自分のこと 性格

生き方

愛、性

健康 体

こころ

仕事 就職、雇用

セクハラ

職場の対人関係

DV 身体的

精神的

経済的
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夫婦

対人関係

生活

自分 のこ と

健康

仕事

DV

図3相 談 内容(大 項 目)n=118(複 数 チェ ック)

夫婦/離 婚・別居

夫婦/コ ミュニケーション

夫婦/夫 の性格

対人関係/親

対人関係/子 ども

対人関係/そ の他の親族

対人関係/近 所、友人、その他

生活/経 済

生活/介 護
〆 生活/そ の他

自分のこと/性 格

自分の こと/生 き方

自分の こと/愛 、性

健康/体

健康/こ ころ

仕事/就 職 ・雇用

仕事/セ クハラ

仕事/職 場の対人関係

DV/身 体的

DV/精 神的

DV/経 済的

0 10 20 30 40 50 60

図4相 談内容(小 項 目)n=118(複 数 チェック)

夫 の性格 」27件(115%)、 「DV/精 神 的」17件(7.3%)、 「生活/経 済」 と 「健康/体 」が13

件(5.6%)、 「DV/身 体 的」12件(5.1%)、 「対人 関係/子 ども」11件(4.7%)、 「健康/こ ころ」

10件(4.3%)、 「対 人 関係/そ の他 の親族」9件(3.8%)、 「夫婦/コ ミュニ ュケ ーシ ョン」8件

(3.4%)、 「DV/経 済 的」6件(2.6%)、 「対 人 関係/近 所 、 友人、 そ の他 」 と 「生活/そ の他」

が4件(1.7%)、 「対 人関係/親 」 と 「仕事/就 職 、雇用 」が3件(1.3%)、 「自分 の こ と/愛 ・
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性」2件(0.9%)、 「生活/介 護」 と 「自分 のこと/性 格」、「仕事/職 場 の対人関係」が1件

(0.4%)、 で 「仕事/セ クハラ」は0件 であった。

DVの3つ の小項 目を合わせ ると35件 になるが、3小 項 目に該当する人が3件 、2項 目に該当す

る人が9件 、1項 目が8件 で、実際の相談者 は図3の ように20人 である。他の二つの女性相談セ

ンターの相談の上位 に位置するDV相 談が、A市 において少ない。考えられるのは、県の相談機

関に直接相談に行っているか、隣の市で大 きくDV相 談を広報 している相談所があ り、毎 日相談

を受け付けているので、そちらに行 っているのかもしれない。A市 においてDVが 特別少ない と

は考えに くい。DV相 談 は緊急性 を要することが多 く、 日時が指定 されている相談機関よりも、

常時受け付けている機関に相談 に行 く人が多いのは想像できる。

A市 の特徴 として、「生き方」について相談する人が4割 いるということがある。他の2つ の相

談センターには 「生 き方」 とい う項目が ないため、比較はできないが、次 に述べ るMさ んの事

例でみられるように毎月自分の生活を話 しにおとずれる人や、2人 の80歳 を越えた人 もこれから

の自分の生 き方 を相談 しに来た。また、ただ自分の今まで生 きてきた人生 を聞いて欲 しいという

人 もいた。家族や友人に話せないことを相談員に話すのかもしれない、話す家族や友人がいない

のかもしれない。「女性相談」はカウンセ リングの役 目を十分に含んでいると考える。

相談内容 と相談者の年代 に何 か関係はあるのか表4の ようにクロス表を作成 し、Pearsonの カ

イ2乗 検定 を行 ってみた。検定では、20歳 代の相談者では、「自分のこと」 と 「健康」の2項 目

に有意な関連性(p<0.05)が 認められた。30歳 代、40歳 代、80歳 代では、関連性のある項 目は

なかった。50歳 代 では 「仕事」に有意な関連性(p<0.05)が 認め られ、70歳 代 では、「生活」

と 「自分のこと」 に有意な関連性(p<0.05)が 認められた。各年代 と相談内容で一番多い 「生

き方」 について もPearsonの カイ2乗 検定 を行 ってみたところ、20歳 代 と70歳 代で有意な関連性

(p<0.05)が 認め られた。20歳 代 はこれか らの自分の生 き方について、70歳 代では身体が虚弱

になり始め、これからの 自分の生 き方について悩むのか もしれない。

表4年 代と相談内容件数とのクロス集計

年代
相談内容

20歳 代 30歳 代 40歳 代 50歳 代 60歳 代 70歳 代 80歳 代 合計

夫婦 5 23 11 10 8 0 0 57

対人関係 2 2 3 2 11 4 1 25

生活 0 4 6 2 5 1* 0 18

自分のこと 3* 13 3 16 9 3* 1 48

健康 1* 4 ,4 1 9 0 0 19

仕事 0 0 3 1* 0 0 0 4

DV 4 4 3 7 1 0 1 20

合 計 15 50 33 39 43 8 3 191

*p<0 .05

4.(事 例)Mさ んの相談について

Mさ んは、筆者がA市 の相談員 として4月 に配置 されてからす ぐに市の職員に 「女性相談」が

あることを紹介 された といって相談室にみえた。初対面の時にMさ んはスカーフで頭髪 を包ん
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でいたが、スカーフの下か ら見える白髪や顔に深 く刻 まれたしわなどで70代 かと思われた。 し

か し、実際 は50代 後半であった。Mさ んは始め相談室に来た理由をくどくどと説明していたが、

筆者の自己紹介で出身が東北の同 じ県 とわかると、親近感を持 った様子で田舎の話をはじめ、そ

れから少 しずつ自分のことを話 し始めた。表5は 、Mさ んの4月 の第1回 の相談か ら3月 の14回

までの相談内容である。この論文をまとめるにあた り、Mさ んの承諾を得たことを付け加える。

Mさ んは、東北の農村部で生まれ、中学を卒業後 に関東にでて きて、ずっと工事現場で働 い

てきたという。紹介された人と結婚 し、2人 の子を産み育てるが、夫が他 に女性 を作って蒸発 し、

その後離婚 したという。その後、2人 の子どもは昼 と夜の仕事 をこなし、がむしゃらに働いて育

てたという。子どもをひとり立ちさせた後詳 しい事情は不明だが、住むところがなくな り、公園

で寝ていた時もあるという。食べる物がなく何 日も食べないで暮 らした日もあったと話す。その

ような時期 に相談に出て くる男性 を紹介する人がいて、男性のテントで一緒に暮 らすようになる。

結局、その男性は働 かず、Mさ んが 日雇い をして稼 いで食べ させていた。男性 は時折暴力をふ

るい、警察や市役所に相談に行ったこともある。あるとき、市役所の職員にr女 性相談」 を紹介

され、それか ら月に1回 のペースで相談 にきていたという方である。周 りに相談する友人 もおら

ず、テントで暮 らしているためか、民生委員の訪問 もなかった。1年 間の相談支援の経過で 「悪

い人たちとは付 き合わない方がいいんだ」、「だまされないようにしなきゃ」、「まじめに働いてれ

ばいいこともある」な ど自ら気づ き、「ここに来て死 なず にすんだ」 とつぶや くこともあった。

筆者は、一緒に笑った り、怒 ったり、悲 しんだ り、Mさ んの話を聞いて共感1)す るだけであった

が、Mさ んは自らの人生 を話 しなが らさまざまなことに気づ き、自分の進む道を決定 していっ

た。

皿.考 察 と課題

1.多 様な女性の悩み と 「女性相談」のあり方

生 きていて悩みのない人はいない と考える。人は一人ひとり体質や性格、生活環境が異なるよ

うに悩みも一人ひとり異なる。他の人にとってなんで もないことがある人には苦 しいほど悩む原

因であった りする。近年、各 自治体では 「女性相談」事業を実施 している。それは、売春防止法

成立後に要保護女子の早期発見、転落の未然防止及び保護更正の目的で各地に設置 されたのが始

まりである。 しかし、現在、文中3ヶ 所の相談内容を見ても、売春強要や売春防止法5条 違反は

0件 であ り、夫等の暴力や離婚相談、また、 自分の生 き方に悩み相談室に来所する人が多い。個

人が自由に生 きられる時代 となったが、一人一人の関係が希薄になった昨今、「女性相談」の役

割は大 きい と考える。「女性相談」の人員配置や相談環境づ くりなど多様 な相談事業の展開が求

められる。

2.相 談員による支援の質の確保

相談事 を抱 え女性相談を訪れる人々に適切な対応を行 うのは非常に難 しい。筆者が担当 した1

年間の中で も、保健センターが担当するような健康相談や、福祉課 に相談に行 くような生活保護

申請相談、子 どもの教育に関する教育相談等相談内容は多様であった。相談内容によって専門機

関を紹介 したが、相談者が満足できる支援のためには、カウンセリングの知識 ・技術はもとより

ソーシャルワークの知識 ・技術 を持つ ことも必要 と考 える。現在、相談を担当するのは、女性間
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表5Mさ んの相談

回 月 相 談 内 容

1 4月 5年 前から同棲 している63歳 の男性(入 籍はしていない。Mさ んは男性をだんなと呼んでいたので、

以下では夫 と表現する)は 仕事をせず、自分が食べさせている。住まいはテントを張って暮 らしてい

る。男性は昔暴力団員でことばがきつく、時々暴力を振るう。離婚 した元夫と独立 した息子は同市内

に暮らしている。友人や息子は男性と早 く別れなさいと言うが、できるだけ世話をしてあげたい。ど

うにもならなくなったら別れようと考えている。このようなことは入にはあまり話せない。聞いても

らいたい。

2 6月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。日々の糧は、知人から頼まれた農作業の手伝い

などをして得ている。仕事先から手間賃の他野菜などをもらっている。仕事先のご主人が夫と別れな

さいと話 してくれるが、夫は最近暴力を振るわず酒も飲まず、生活が少 し落ち着いてきたので別れる

ことは考えてない。市役所(市 の職員)に 相談して、年をとったときのために国民年金を少しずつ納

めている。昔、夫の暴力について警察に相談にいったことがあるので警察の人も自分達のことを知っ

ている。

3 7月 前回の相談日から今 日までの暮 らしについて話す。中学を卒業 して知人を頼って上京し働いていた

こと、別れた夫との問には息子と娘がそれどれ1人 いるが、子 どもに迷惑はかけたくないなど、生い

立ちや自分の人生について話す。

身に覚えのない所から借金を支払えというはがきが届き、戸惑っている。相談室から県の消費生活
センターに連絡し、アドバイスを受ける。

4 8月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。外は暑いのでここで少 し自分の話を聞いてもら
い、気持ちをすっきりさせたい。昔勤めていた工場のことや、息子が作った借金を返すために昼 も夜

も身を粉にして働き返済したことを話す。

5 9月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫が仕事をせずにぶらぶら過ごし、自分の収入

で食べている。夫が自分の仕事場に顔を出し、お金を前借 したことで喧嘩をし、夫から暴力を振るわ

れる。家を出て一人でやっていこうと決心し、現在は仕事先の地主さんのアパートに身を寄せている。

6 9月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫と別れて暮らすようになり落ち着いて生活で

きている。鏡で自分の顔を見ると穏やかになったように思う。夫や夫の友人に見つからないように気

をつけている。身を寄せている人の仕事 を手伝っている。

7 10月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。日雇いの仕事で食べているが、仕事がないとき

は食事ができないときもある。お米やしょうゆや魚など買 うのは大変である。食べ られない時に、ご

飯を食べに来なさいという人がいてあ りがたい。別れた夫(同 居の男性)が 知人を介 して戻ってほし
い、話 し合いたいといってきている。

8 11月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫との間に入ってとりなす人がいて、10月 末 に

夫の元に帰った。夫は食事を満足にとっておらず、ひげもボーボーで汚かった。もう暴力は振るわな

いと約束したので大丈夫と考え、かわいそうに思い帰った。髪を切って、ひげを剃ってやった。

9 11月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫の世話をして仲良 く暮らしている。日雇い仕

事 もうまくいっている。市から国民年金の免除制度紹介の書類が来たがどうしたらいいのだろうと話

す。市の年金課を紹介する。

10 12月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫が仕事をしないので食べさせている。新しく

仕事を依頼する人ができて助かっている。仕事がない時には、雑草の生えている土地に勝手に入り草

取 りしてると手間賃をくれる人がいる。

11 12月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。節約 して生活 していたら、夫がもっとお金を使

って生活しろと怒鳴 り、けんかをする。夫の友人が来るとご馳走しろという。年金を払わないと年を

とったときに困るし、お米や味噌や石油 も買わないといけない。精神的に疲れた。

12 1月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。お正月にお酒を飲んだ夫から暴力を受け包丁を

突 きつけられ怖 くなり、夜 も眠れなくなった。周 りの人は別れうというが、かわいそうで別れなかっ

たがもう限界 と考えた。夫が自分の年金 を当てにしているとうわさを聞き、自分が食い物にされると

思った。

13 2月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫の元を出て、知人のアパートに身を寄せてい

る。いろいろあったがもう戻るつもりはない。昔の仲間に仕事を頼まれ、家事を何日も手伝ったが食

事を食べさせたから手問賃を払わないと言われ、馬鹿にされ悔 しい思いをした。

14 3月 前回の相談日から今日までの暮らしについて話す。夫の元に置いてきた荷物がもったいない、取り

に行きたいが戻ったらだめだと考えあきらめた。最近、チラシの配布という新 しい仕事が入 り助かっ

ている。他の人はチラシを配布しないで捨てたりしているが、自分はまじめに配布している。頑張っ

て生きていく。
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題 に詳 しい専門家などであ り特別な資格は要求 されてお らず、ほとんどが非常勤職 と言われる。

相談者 と相談員の二人だけの関係では相談が進まなくなる時がある。相談支援の質を確保するに

は、スーパーバイズの体制や研修機会などを設けることが重要 と考える。

3.相 談ニーズの掘 り起こし

民生委員は、市町村で分けている各区域 に配置されてお り、民間のボランティアの立場で地域

に暮 らす人kの 社会福祉の増進 に努めている。援助を必要 としている人を発見 し、相談 に応 じ、

行政や社会福祉活動を行 うものと連携 して生活を支える役 を担っている。地域 に暮らす民生委員

は、その地域 に暮 らす人々について細か く把握 している人材である。 しか し、Mさ んのように

テントなどで暮らす人々がいる地域 もある。たまたまMさ んは自ら行政に相談に行 く人であっ

たが、情報の届かない人には行政か ら届ける必要があると考える。民生委員 と行政の密接な連携

が必要で、問題が複雑化する前に相談ニーズの掘 り起 こしが重要と考える。

4.「 男性相談」事業の必要性

少 し前 まで多 くの場合女性は男性に比較すると一般的に学歴 も低 く、労働賃金 も低いのが実態

であった。 また、「家にあっては親 に従い、嫁 しては夫に従い、老いては子 に従え」 という女性

の立場が低かったことをあらわす諺がある。 しかし、自殺者の統計をみると、いつの時代 も男性

の方が多 く、平成17年 度の警察庁統計でも自殺者32552人 の内男性は23540人(72.3%)で 、男

性 自殺者は女性の2.6倍 にあたる。本論をまとめている中で 「女性相談」 と同様に、「男性相談」

事業の必要性 を強 く感 じた。
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